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細胞分子機能科学特論実験（２単位） 

 担当者氏名 吉川博文・矢嶋俊介・千葉櫻拓・門多真理子 

◆学習・教育目標 

 

細胞の全体像把握を目指し、ゲノム情報に基づく蛋白質間相互作用の網羅的解析、ゲノム工学による新規有

用微生物の開発と有用物質の高効率生産、がんの根源である真核細胞の増殖制御機構などについて研究する。

また、細胞機能において重要な働きをする種々のタンパク質や生体機能分子の作用機構を分子レベルで理解す

るために、それらの構造—機能相関、代謝経路とその制御機構、分子間相互作用等について学ぶ。近年、低分

子性有機分子を用いた細胞および生物機能の解析がケミカルバイオロジーとして広く行われてきており、分子

の扱いを知ることにより、高次生命機能の解析に応用できるようになることを目指す。 

◆取り扱う領域（キーワードで記載） 

 ゲノム機能 構造活性相関 細胞周期 ケミカルバイオロジー 

 プロテオーム 有用微生物 機能性分子  

◆授業の進行等について 

 

 テーマ 内 容 
授業のねらいまたは準

備しておく事項 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

基本細胞機能における

遺伝子制御ネットワー

ク解析・生体機能分子の

解析方法・遺伝子と機能

性分子の関わり（第 1～

５週） 

細胞増殖・細胞分化の制

御機構の解析（第６～１

０週） 

有用物質生産系の構築

（第１１～１５週） 

 

・ 最小ゲノム機能／必須細胞機能，タンパク質間相

互作用ネットワーク，分子遺伝学的手法による生体

機能分子の単離，構造解析，遺伝子機能に対する機

能性分子の作用機構 

 

 

・ 細胞周期制御機構，細胞分化制御機構，DNA 複製・

細胞分裂制御機構 

 

・ ゲノム工学と有用微生物の育種，代謝経路の改変

と有用代謝産物生産，機能性分子の創出 

 

本授業のねらいは，機

能性分子の探索、立体

構造解析とそれらの構

造と生物活性相関なら

びに分子間相互作用の

理論と応用方法を、大

学院生自らが考え、修

得出来るようになるこ

とを重視している。 

◆教科書及び資料（授業前に読んでおくべき本・資料） 

 書名／著者／発行所（発行年） 

  

◆授業をより良く理解するために便利な参考書・資料等 

 書名／著者／発行所（発行年） 

  

◆評価の方法（レポート・小テスト・試験・課題等のウェイト） 

 小テスト・研究室での実験・研究の実施状況および経過報告により評価。 

◆その他受講上の注意事項 

 教員から教わるのではなくて，自ら問題を提起し解決法を見つけるという態度で授業に参加して欲しい。 

 


